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Ｂ２Ｂ２Ｘモデルへの取組み状況
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FIELD systemの構築・運用
FIELD systemの導入支援

FIELD systemの
アプリケーション開発

エッジコンピューティング
の提供

FANUC社との具体的な連携例

4FIELD system: ファナックがCisco systems、Rockwell automation、Preferred Networks、
NTTグループと共同で開発する製造業向けIoTプラットフォーム
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企業 団体

市民
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“Sentient-IoT”

[センシング]Natural
ヒト・モノに溶け込み高度なセンシングを実現

[ネットワーク/クラウド]Real-time

[データ]Mashup

人間の知覚反応に等価なレスポンスを実現

多種多様なデータから必要な情報を
組み合わせ、新たな価値を提供
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NTT R&DのめざすIoT
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エッジコンピューティング基盤

エッジコンピューティングに関する取り組み
～自律型モビリティ（ダイナミックマップ生成・配信）への貢献～
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移動する車両や
その周辺設備
からデータ収集

エッジ-クラウド間
で処理を分散し、
低遅延と収容性を
両立

ダイナミックマップに
プローブ・規制・工事・
気象等の情報を統合
し、安心安全な自律
走行を支援

クラウド基盤

路側設備

監視カメラ 路側センサ
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情報解析
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マップ

(広域)

プローブ
情報解析

ダイナミック
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アクセスネットワーク(移動系 / 固定系)

コアネットワーク

エッジAPI エッジAPI

クラウドAPI



Copyright©2017 日本電信電話株式会社

官民一体となった取組み
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データ利活用環境の促進に向けて

民間企業等を中心とした取組み

B2B2Xモデルには安心安全かつ公平なデータ流通が重要
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自治体データハブによるデータ流通
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人口
地図 防災

ビッグデータ

地場企業 大学 ・・・

・・・

1,234Kwh

Smart Meter

公共交通

プライバシ保護データ利活用
＋データ価値制御

自治体データハブ（仮）

①データ保有者が
データを出しやすくす
るしくみづくり

②データフォーマット
の標準化

③データ価値保護の
ガイドラインづくり

④データ価値保護の
審査機能

【プライバシ保護データ利活用】匿名化手法や秘密計算によりプライバシーを保護してデータを利活用すること
【データ価値制御】ノイズ付加やサンプリングなどにより企業価値やノウハウを保護してデータの価値を制御すること
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